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図 1は日本における 1970年から 2008年までの 18歳人口と大学入学者数及び、それに
伴う大学進学率の推移を図で示したものである[2][3]。1970年代前半までは大学進学率が年々
上昇を続け、「マス段階」への移行が起きた。その後 1970 年代後半に大学進学率は安定し
たが、1993 年をピークに 18 歳人口が減少をはじめ、また大学進学者数も微増を続けた事




























































































 コメント、質問を書かせる ／ フィードバックする 
 理解度を確認する 
 クリッカー ／ レスポンス・アナライザー 
 小テスト ／ ミニレポート 
 各種の共同学習を取り入れた授業 
 協働学習 ／ 協同学習 
 各種の学習形態を取り入れた授業 
 課題解決学習 ／ 課題探究学習 ／ 問題解決学習 ／ 問題発見学習 
 PBLを取り入れた授業 
















IT 技術をツールというよりはインフラのように使いこなしている。特に 1995 年以来イン







































































































































                                                   
a 翻訳は下記文献による 
加藤信哉. ラーニングコモンズをもっと知るために：図書と雑誌論文の紹介. 名古屋大学附




































                                                   
b 翻訳は下記文献による 
永田治樹. 大学図書館における新しい「場」インフォメーション・コモンズとラーニングコ








































































































































調査対象 大学規模 設置形態 開始年度 備考 
A大学 D 私立 2007年度  
B大学 C 国立 2007年度  
C大学 A 国立 2010年度  




E大学 A 私立 2011年度  
F大学 A 私立 2013年度 図書館外に設置 
G大学 A 国立 2012年度  













 ラーニングコモンズをどう定義し、どのようなコンセプトで運営しているか  
 どのような経緯で設置する事になったか  
 設置当初の狙いと実際の利用者の動きの違い 
 提供しているサービスと、人員・予算などの運営体制 








































調査対象 インタビュイー インタビュー日 時間 
A大学 事務職員 2名（うち管理職 1名） 2013年 8月 8日 120分 
B大学 管理職 1名 2013年 9月 3日 120分 
C大学 管理職 1名 2013年 9月 19日 120分 
D大学 管理職 1名 2013年 9月 20日 80分 
E大学 管理職 1名 2013年 9月 30日 30分 
F大学 専任教員 1名、管理職 1名 2013年 9月 30日 90分 
G大学 図書館長（教員）1名 2013年 11月 28日 150分 






































































































































































































































































































































習用空間が用意されている。図 3は A大学図書館 1Fの館内図である。 
 





















リアでも行う事が可能である。図 4は B大学附属図書館 1Fの館内図である。 
 
 

























































































図 8：E大学図書館 1F館内図 
 
















図 9：F大学ラーニングコモンズ 2F館内図 
 
 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A 大学と E 大学には教務系職員が図書館員としてラーニングコモンズに関わっているこ
とは事前調査の中で判明していたが、教務部との連携についての具体的な言及は殆ど見ら
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